
白根大凧合戦の町、南区。区内の各地域交流、コミュニティ協議
会同士のスポーツを通した交流を趣旨に、第１回の「南区綱引き
合戦」を白根カルチャーセンターで開催しました。スタッフも選手
も応援団も皆初めての開催ということもあり、運営や参加チーム
のことなど心配することが多くありましたが、８チームから参加い
ただき、新潟市スポーツ推進委員連盟南区連絡協議会の皆さん
の協力も得て、２月６日（土）に無事開催することができました。
大会は、２グループに分けての予選リーグ戦を行い、各リーグ１位

同士で決勝戦、２位同士で３位決定戦を行いました。優勝・準優勝・３位
には、表彰状と副賞があり、試合が進むにつれて、選手も応援団も熱
が入り、予想を上回る盛り上がりとなり、大会は大成功でした。
２月の第１１回南区自治協議会「報告」事項で、健康福祉課長か
ら、南区は、新潟市８区の中で「運動しない」の割合がトップとのお
話がありました。
「南区綱引き合戦」は冬場の運動不足の解消と地域交流の一石
二鳥の事業であり、次回もと言わず、通年事業として、南区の新しい
イベントにと思っております。
出場チーム、応援団の皆様、スポーツ推進委員、救護員、スタッフ

の皆様、大変お疲れ様でした。

第3部会活動報告
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第3部会　小林 加代子

第3部会　大那　孝

平成27年度南区自治協議会提案事業
「南区綱引き合戦」を終えて

2月24日に南区自治協議会研修会が開催され、私たち南区自治協議会委員のほか、
各地区コミュニティ協議会の皆様からも参加していただき、「協働とは何か」「協働の必
要性」について、地域の皆様と一緒に学ぶことのできた、とても良い機会となりました。
研修の中で講師から、協働とは、特定の社会課題に対して、ひとつの組織の力で解決

しようとするのではなく、行政・企業・NPO・基金・市民などがセクターを越え、互いに強
みやノウハウを持ち寄って、課題解決を図ることとの説明があり、協働による自治のしく
みとして紹介された島根県雲南市の実際の事例を聴き、地域のネットワークがこのよう
に密に協働している状況に感銘を受けるとともに、協働の必要性を強く感じました。
そして、協働とは「自治の回復」であり、協働は手段なので、やらなくても良いが、やら

なければ生き残れないという言葉には、私なりに考えさせられた部分でもありました。
子どもから高齢者まで、性別に関わらず、人・組織・団体が連携し、様々な知恵やノウ

ハウを表面化させ、相乗効果を生みだし、それが地域力となって困難課題を解決してい
くことが、これからは大切なことなのだと分かり、とても勉強になりました。

平成27年度
南区自治協議会研修会

～協働について～
講師　認定NPO法人 新潟NPO協会 理事・事務局長

石本 貴之氏

優　勝 月潟地区
準優勝 庄瀬地区
 3　位 白根地区
 （白根高等学校）
※参加チーム　新飯田地区（２
チーム）・庄瀬地区・白根地区
（白根高等学校）・鷲巻地区・大
通地区・味方地区・月潟地区

結果発表

講師 本貴之氏

活動レポート 01

活動レポート 02

優勝チーム　月潟コミュニティ協議会

区自治協議会は、区民の皆さんと行政との「協働の要」となるよう、区民の身近なまちづくりや地域課題の解決のため、多様な意見の調整や
取りまとめを行っています。活動内容などについて、区民の皆さんに随時お知らせします。
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